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・研究のキーワード 

ウイルス感染症，抗ウイルス分子，ツシマヤマネコの保護管理，内在性レトロウイル

ス，ネコ白血病ウイルス（FeLV） 

 

・研究テーマ 

○ウイルスの感染受容体の探索 

ウイルスがヒトや動物に感染をするという現象は，分子レベルでは細胞表面上におい

てウイルスとその感染受容体の相互作用が第一歩となります。この感染のメカニズムに

おけるウイルスの受容体を同定することを行っています。 

○ウイルスによる病原性の発現メカニズム 

病原性のウイルスに感染すると，動物は病気を起こしますが，病気が発生しない場合

もあります。このような場合は体の中で，感染症に抵抗性を持つメカニズムが存在しま

す。病気が発生する感受性や抵抗性に関わる分子を探索し，病気の成り立ちを解明しま

す。 

○内在性レトロウイルスの機能探索 

人や動物の染色体 DNAには，約８％の割合で内在性レトロウイルスが占拠していま

す。この内在性レトロウイルスは古代のレトロウイルス感染症の名残で，数万年～数千

万年前に感染し私達の体に棲んでいます。これらは生命にとって必要であるものに進化

し，ヒトや動物の進化の原動力になっていることが明らかになりつつあります。内在性

レトロウイルスの機能を探索しています。 

○感染症の流行予測と予防・診断・治療法の開発 

ウイルス感染症の「予後」をモニターするシステムの樹立の開発を行っています。 

また，ネコ白血病・リンパ腫の治療法の開発を行っています。 

○ツシマヤマネコの保護管理 

ツシマヤマネコは日本の貴重な野生動物です。ツシマヤマネコを感染症から守り，保

護管理していく活動を行っています。 

 

 

・共同研究に向けたアピールポイント 

https://www.yamaguchi-u.ac.jp/weekly/11959/index.html 
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